132V1　付属証明書A

エコマーク商品類型No.132「トナーカートリッジVersion1.5」付属証明書
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.132「トナーカートリッジVersion1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：  200
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）


	印（社印を捺印）


	＜付属証明書の作成方法＞

1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。

※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。

4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。


	項目
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	エコマーク表示有無（予定）
	· ある

□製品／□包装／□カタログ・リーフレット

□取扱説明書／□その他（　　　　　　　　）

· なし　

(表示する場合は表示設計図のご提出が必要です。)

（該当する事項をチェックして下さい。）
	申込者

	エコマーク使用規定第3条

　エコマーク表示予定箇所、マーク

　下段の環境情報表示
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
	

	エコマーク使用規定第7条

　エコマーク使用契約者名、認定

　番号の表示
	
	

	商品類型No.117「複写機Ver.2」、No.122「プリンタVer.2」で既に認定を受けている場合
	本申込製品がNo.117「複写機Ver.2」、No.122「プリンタVer.2」で認定を受けている商品に対応する場合、本体のエコマーク認定番号（　　　　　　　　　　　　　　）
	


	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	商品区分の分類
	　□トナー容器＋現像ユニット(一体型)
　□トナー容器＋ドラム（一体型）
　□トナー容器＋現像ユニット＋ドラム（一体型）
　□現像ユニット＋ドラム（トナー容器セット）


　　　(該当する事項をチェックして下さい)
	パンフレットなど
	申込者

	製品種類
	□　新品トナーカートリッジ

　□　再生トナーカートリッジ


(該当する事項をチェックして下さい)
	パンフレットなど
	申込者

	製品を開発した会社
	□自社  □他社

(該当する事項をチェックして下さい)
	他社開発製品の場合、申込承諾書
（記入例1）
	製造者

	製造事業者一覧
	
	事業者一覧表
（記入例2）
	申込者


【複写機またはプリンタ等の適用機種】

	トナーカートリッジ名（型式別）
	複写機またはプリンタ等の機器名

	
	

	
	

	
	

	
	


【型式と各証明書に記載されたトナーの名称の関係】

証明書に記載されたトナーの名称と申請する型式に使用されるトナーは、次の通り同一であることを証明します（証明書に記載された名称が異なる場合に記載して下さい。また、色ごとに異なる場合もそれぞれ記載して下さい）。

	型式
	各証明名称
	証明書に記載されたトナーの名称

	
	トナーの有害物質

(記入例8)
	

	
	Ames試験
	

	
	MSDS
	

	
	トナーの有害物質

(記入例8)
	

	
	Ames試験
	

	
	MSDS
	


4-1-1.環境に関する共通認定基準

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	4-1.(1)環境法規
	
	証明書
（記入例3）
	最終製造工場の工場長

	4-1.(2)
 特定フロンなどの使用
	溶剤は、最終の製造段階、および製品またはサーキットボードの最終供給段階において、特定フロンなどの使用がない。
　□　はい　　　　□　いいえ


	
	

	4-1.(3) 粉塵の放出
	　対応する本体機器の発売年月日は

2008年5月31日以前である

□　はい　　　　□　いいえ
	証明書
記入例4-1

または

記入例4-2
	申込者

（担当）

	
	「はい」の場合

  □日本事務機械工業会規格(JBMS-66)
  □ブルーエンジェル(RAL-UZ62:2002)

　□ブルーエンジェル(RAL-UZ122:2006)
	
	

	
	「いいえ」場合

□ブルーエンジェル(RAL-UZ122:2006)
	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(4)
 スチレンの放出
	　対応する本体機器の発売年月日は

2008年5月31日以前である

□　はい　　　　□　いいえ
	証明書
記入例4-1

または

記入例4-2
	申込者

（担当）

	
	「はい」の場合

□日本事務機械工業会規格(JBMS-66)
  □ブルーエンジェル(RAL-UZ62:2002)

　□ブルーエンジェル(RAL-UZ122:2006)
	
	

	
	「いいえ」場合

□ブルーエンジェル(RAL-UZ122:2006)
	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得してい
る場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(5)
 感光体の重金属
	　　
　　  カドミウム化合物　　　　　　 　　　　□有／□無

　　  鉛化合物　　　　　　　　　   □有／□無

     水銀化合物　           □有／□無

　　  セレン化合物　          □有／□無


	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得してい
る場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(6)
製品は容易に分解

できること
	
　a.製品を構成するモジュールは、容易に分解

できる

□適合する／□適合しない

　

　b.固定部品／取り外し部品に工具を挿入する　

ために十分なスペースがある

   □適合する／□適合しない

 c.異なる材料間の接合部は、容易に見つけることができる

   □適合する／□適合しない

 d.異なる材料間に、接着または溶接などによる分離不能な接合を用いない

    □適合する／□適合しない

 e.分解および再使用を妨げるためのICチップ、または他のデバイスを使用していない

    □適合する／□適合しない


	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得してい
る場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(7) 製品の回収

およびリサイクルのシステム、再使用・リサイクル率
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	証明書
（記入例5）
	申込者

（担当）

	4-1.(8)
  回収部品の再資源化率
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	証明書
（記入例5）
	申込者

（担当）

	
	
	引取システム、処理能力、処理内容、環境に配慮された処理方法について記載された説明文書の提出
	

	4-1.(9)
取扱説明書、または

包装への情報記載

	 ＜確認項目＞

　a.申込商品名

　b.申込者の社名

　c.連絡先電話番号

　d.利用者が使用済み製品を返却する際の製品回収方法

e.製品の正しい使用方法

　f.利用者へのアフターサービスに関する情報

　g.無理にあけてはならないこと

　h.不適切な取扱によるトナーダストに関する対応

　i.トナーの接触、経口等の処置

　j.子供に対する処置
	同梱される印刷物または本体機器製品の取扱説明書、包装などの該当部分の写しを提出
	申込者

	4-1.(10)
包装、宣伝用印刷物、ホームページへの

適切な情報表示
	   □適用機械シリーズを見やすく紹介

   □適用機械シリーズに関する最新情報
　   の入手手段を提供
	包装、宣伝用印刷物、ホームページなどの該当部分の写しを提出
	申込者

	4-1.(11)
製品本体への情報表示
	□申込商品名

□申込者の社名
	本体該当部分の写真などを提出
	申込者

	4-1.(12)
 プラスチック製部品
	1)プラスチック製部品は一つのホモポリマまたはコポリマから作られている（ポリマブレンドは使用して差し支えない）。

　　□　はい　　　　□　いいえ
	（記入例6）
	申込者

（担当）

	
	2)ラベルなどは分離が容易でない場合は、それらが貼り付けられる部分と同一の材料であるか、もしくはリサイクルを妨げない素材である。
　　□　はい　　　　□　いいえ

＊ラベルの使用がある場合は記入例6をご提出ください。
	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得してい
る場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(13) プラスチックに使用する添加剤
	プラスチック製部品は、ワイヤーを含む電気、電子部品を除いて鉛、カドミウム、水銀を処方構成成分として添加していない
　□　はい　　　　　□　いいえ
	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(14) プラスチックに使用する難燃剤
	プラスチック製部品は、PBB、PBDEおよび塩化パラフィンを処方構成成分として添加していない。
　□　はい　　　　　□　いいえ
	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(15)
プラスチックへの

マーキング
	
	（記入例7）
	申込者

	4-1.(16)

トナーの漏れ防止
	　トナーが漏れ出さないように

密封している

□している／□していない
	
	

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得してい
る場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1.(17)　３R設計
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	別表2
	申込者

	4-1.(18)
	「B.再生トナーカートリッジ」にのみ適用
	
	


4-1-2.消耗品に関する基準

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-2.(19)

 トナーの重金属
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	証明書
（記入例8）
	トナーの

サプライヤ

	4-1-2.(20)

 トナーのアミンを生成するアゾ着色剤
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	証明書
（記入例8）
	トナーの

サプライヤ

	4-1-2.(21)

トナーの危険物質
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	証明書
（記入例8）
	トナーの

サプライヤ

	4-1-2.(22)

Ames試験
	トナーがAmes試験において陰性である。
　□　はい　　　□　いいえ
	Amesの試験報告書
	申込者もしくは第三者試験機関


	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	
	

	4-1-2.(23)

トナーのMSDS
	トナーのMSDSを備えている。
　□　はい　　　□　　　いいえ
	MSDS(化学物質等安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ)の提出
	申込者、トナーサプライヤ

	
	本製品を搭載する本体機器が認定取得している場合は、上記証明は不要
	
	


4-1-3.包装材料に関する基準

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-3.(24)包装材料の特定フロンなどの使用
	包装材料は、特定フロンなどの使用がない
　□　はい　　　　　　□　いいえ
	
	

	4-1-3.(25)

包装プラスチック材のハロゲンを含むポリマ
	包装プラスチック材はハロゲン系元素で構成されている樹脂および有機ハロゲン化合物を処方構成成分として添加していない
　□　はい　　　　　　□　いいえ
	
	

	4-1-3.(26)包装材料

環境配慮のマニュアル
	　a. ガイドラインに基づき作成した包装
　　材の評価マニュアルに沿って包装材

    名を提出すること（マニュアル内容
　　がわかる資料提出）
b. 使用している包装材名を提出すること
	「再生資源の利用促進等に資するための製品設計における事前評価マニュアル作成のガイドライン（平成6年7月　産業構造審議会廃棄物処理・再資源化部会）」に適合する証明書を提出すること
	申込者

	4-1-4.(27)

包装に使用される

段ﾎﾞｰﾙの古紙配合率
	
	証明書
（記入例13）
	包装材製造

事業者


4-1-4.取扱説明書に関する基準

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-4.(27)

取扱説明書
	取扱説明書（ユーザマニュアル）の製造場所
　□　国内　　　　　　□　海外

　*海外の場合はa.のみ適用
	
	


	
	a. 古紙リサイクルに支障をきたさないような製本形態である（ホットメルト、針金等の使用は認められる）

 □　はい　　　　　　　　　　□　いいえ
	
	

	
	b. 使用用紙のパルプ漂白工程で塩素ガスを使用していない

□　はい　　　　　　　　　　□　いいえ
	
	

	
	c. 使用用紙が古紙パルプ配合率70％以上である

 □　はい　　　　　　　　　　□　いいえ
	
	

	
	d. 使用用紙が古紙パルプ配合率30％以上である

　□　はい　　　　　　　　　　□　いいえ
	
	


4-2品質に関する基準

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-2.(28)

	「B.再生トナーカートリッジ」にのみ適用
	
	

	4-2.(29)品質管理
	
	品質保証について記載された、製品添付書類または問い合わせ連絡先などの写し
	申込者

	
	
	品質管理システムが整備されていることを証明する書類、自社規格に基づいて製造段階における品質管理がなされていること、品質検査で合格した製品のみを出荷することの証明書および宣言書

（記入例10）
・または

ISO9001ないしISO9002の認定書の写し
	最終製造工場の工場長

または

申込者(担当)


　　 記 入 例１ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００×年×月×日


　　　△△株式会社

　　　△△部　△△△△　殿


· ○株式会社

· ○　○　○

　　　印


申込承諾書

当社（エコマーク認定）ブランド名（　　　　）（認定番号（　　　））

を、（申込企業）がブランド名（　　　　　）として、エコマーク

商品認定・使用申込を行うことを承諾します。

以上

記 入 例２ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００×年×月×日


　　　△△株式会社

　　　△△部　△△△△　殿


· ○株式会社

· ○　○　○

　　　印
（担当）

＜事業者一覧＞

	サーキットボードサプライヤ
	

	トナーサプライヤ
	

	プラスチック部品・製造事業者
	

	包装材料の事業者
	


財団法人日本環境協会

　　エコマーク事務局　御中

環境法規等順守証明書

	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印、もしくは責任者印を捺印、
海外の場合は責任者のサイン）

	工場住所：

	TEL　　：


　　　

　　　* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

１．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

　　（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）

	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

２．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

　　□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

　　□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


　　□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

以上
　 記 入 例4-1
△△株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００×年×月×日
· △部　△△△△　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○株式会社


機器本体への装填時における粉塵、スチレンの放出について

· 試験機種名：                                       
· トナーカートリッジ名：                            
上記機種は、有害物質の放散（ブルーエンジェル（RAL-UZ-122:2006）の付録2による）について、認定基準値に適合していることを証明します。

	
	基準値
	実測値
	適合可否

	  粉塵
	≦４．０ｍｇ／ｈ（プリンタ動作中、白黒）
	 　　ｍｇ／ｈ
	

	
	≦４．０ｍｇ／ｈ（プリンタ動作中、カラー）
	ｍｇ／ｈ
	

	スチレン
	≦１．０ｍｇ／ｈ（プリンタ動作中、白黒）
	 　　ｍｇ／ｈ
	

	
	≦１．８ｍｇ／ｈ（プリンタ動作中、カラー）
	　　　　ｍｇ／ｈ
	


　　 

以上

　 記 入 例4-2
△△株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００×年×月×日
· △部　△△△△　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○株式会社


機器本体への装填時における粉塵、スチレンの放出について

· 試験機種名：                                       

· トナーカートリッジ名：                            
	
	基準値
	実測値
	適合可否

	  粉塵の放出
	＜０．０７５ｍｇ／m3
	 　　　　　ｍｇ／m3
	

	  スチレンの放出
	＜０．０７  ｍｇ／m3
	 　　　　　ｍｇ／m3
	


 　
＜試験方法＞　

　□日本事務機械工業会規格・JBMS-66
　□ブルーエンジェル・RAL-UZ62;2002付録3

以上
製品全質量における、再使用・リサイクル率、および再資源率

下の重量（t）は会社全体における新品トナーカートリッジの合計質量（回収したもの。トナーをのぞく）としてください。

この表で書ききれない場合は、この表に準じた表をご作成ください。

· 新品トナーカートリッジと再生トナーカートリッジは分けて作成すること

· トナーおよび消耗部品は、製品重量から除くこと

· 型式毎、または会社毎に提示してください。

対象期間：＿＿＿年＿＿月＿＿日～＿＿＿年＿＿月＿＿日
	　
	製品/部品名
	重量（t）
	再使用する材料

（素材）名
	重量（t）
	マテリアル

リサイクル

される材料

（素材）名
	重量（t）
	再使用、マテリアル

リサイクルを除く、

再資源化される材料

（素材）名
	重量（t）
	その他
	重量（t）
	引取先
	回収後の使用

用途

	部品１
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	部品２
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	部品３
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	部品４
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	部品５
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	部品６
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	部品７
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	重量

合計
	Ａ
	　
	Ｂ
	　
	Ｃ
	　
	Ｄ
	　
	Ｅ
	　
	　
	　


製品全体における回収した部品の再使用・マテリアルリサイクル率　　　　

（B＋C）　　／A×100=　　　 　　　(t) ／　　　 　　　　(t) ×100=　　　　　　　%　小数点第1位まで（2位以下は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製品全体における再資源化率（再使用・マテリアルリサイクル、またはエネルギ回収）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B＋C＋D）／A×100=　　 　　　　 (t) ／　 　　　　　 (t) ×100=　 　　　　　 %　小数点第1位まで（2位以下は切り捨て）
記入例6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　　印

　　　
プラスチック材料リスト（トナーカートリッジ）
申込商品名：　

　　　　　　　　　　　

1)申込商品に使用されているトナーカートリッジのプラスチック製部品は、以下に示すように一つホモポリマまたはコポリマから作られている。

また、分離が容易でないラベルなどは、それらが取り付けられる部分と同一の材質であるか、あるいはリサイクルを妨げない素材である。

	部品名
	プラスチック製造者
	プラスチック製品名
	材質名

	（例）筐体
	（例）株式会社エコマーク
	（例）　ECO-ABS　　E1000
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


2)ラベルなどの貼付がある場合には、以下の表を記載してください。

	No.
	種別
	材質名
	分離容易性
	左記で「いいえ」の場合

	
	
	
	
	リサイクルを妨げない素材である
	貼付される部品名
(上記リスト中)

	例示
	ラベル
	ABS
	■はい
	□いいえ
	□はい
	□いいえ
	

	例示
	ラベル
	PPE
	□はい
	■いいえ
	■はい
	□いいえ
	

	
	
	
	□はい
	□いいえ
	□はい
	□いいえ
	

	
	
	
	□はい
	□いいえ
	□はい
	□いいえ
	

	
	
	
	□はい
	□いいえ
	□はい
	□いいえ
	

	
	
	
	□はい
	□いいえ
	□はい
	□いいえ
	


記入例7 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　日付：

                                               企業名：　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当者名：　　　　　　　　　　印

　　　
重量25ｇ以上かつ平ら面積200mm2以上の

プラスチックのマーキング部品リスト

申込商品名：

	使用個所
	プラスチック

製造者
	プラスチック
製品名
	マーキング

	例：ローラー部品
	例：㈱エコマーク
	例：ECO-123
	例：＞PS FR17＜

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


上記リストのとおり、ISO11469（一致規格JIS　K6999：2004）に適合したマーキング

を施しています。

以上

記 入 例8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：　

　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
トナー中の有害物質
トナー名称：

トナーに含まれる有害物質について、下表のとおり証明します。

	分類
	物質
	含有有無

	重金属
	カドミウム、カドミウム化合物

鉛、鉛化合物

水銀、水銀化合物

六価クロム、六価クロム化合物

ニッケル、ニッケル化合物

＊ただし、着色剤として分子量の大きいニッケル錯化合物は除く。
	有／無

	アゾ

着色剤
	分解によって生成してはならないアミンリスト
	

	
	4-アミノジフェニル
ベンジジン
4-クロロ-o-トルイジン
2-ナフチルアミン
o-アミノアゾトルエン
2-アミノ-4-ニトロトルエン
p-クロロアニリン
2,4-ジアミノアニソール
4,4’-ジアミノジフェニルメタン
3,3’-ジクロロベンジジン
3,3’-ジメトキシベンジジン
	3,3’-ジメチルベンジジン

3,3’-ジメチル-4,4’-ジアミノジフェニルメタン

p-クレシジン

4,4’-メチレン-ビス-（2-クロロアニリン）

4,4’-オキシジアニリン

4,4’-チオジアニリン

o-トルイジン

2,4-トルイレンジアミン

2,4,5-トリメチルアニリン

o-アニシジン

4-アミノアゾベンゼン
	有／無

	その他
	EC理事会指令67/548/EECの付属書Ⅰにより以下の表示が義務付けられている物質
R40（発がん性の限定的な証拠がある）　　　　　 R45（発がん性がある）
R46（遺伝的な障害を引き起こす可能性がある）

R49（吸入すると発がん性がある）
R60（生殖能力に危害を与える可能性がある）　　　R61（胎児に危害を与える可能性がある）

R62（場合によっては生殖能力に危害を与える可能性がある）

R63（場合によっては胎児に危害を与える可能性がある）

R68（不可逆的な危害の可能性がある）
	有／無

	
	TRGS905において発がん性・変異原性・生殖毒性に分類される物質を処方構成成分として含まないこと。
	有／無

	
	EC理事会指令67/548/EECの付属書Ⅱおよび1999/45/ECにより定められた、危険シンボルを製品全体として表示する必要性を生じさせる物質
	有／無

	
	EC理事会指令67/548/EECの付属書Ⅲにより定められた、R43（皮膚接触すると炎症を引き起こす可能性がある）を製品全体として表示する必要性を生じさせる物質
	有／無


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

記 入 例10 
日付：

企業名：

担当者名：　　　　　　　　　　印

自社規格品質管理証明書

当社エコマーク認定申込ブランド名（　　　　　）については、別紙（実際の品質管理項目を説明する資料）の品質管理項目に基づいて、商品を管理し、品質管理基準に適合する商品のみを出荷することを証明します。
以上
別表2 4-1-1(17) 3R設計

3R設計に関するチェックリスト
項目
本チェックリストは次の3グループからなる。

　○構造と結合技術

　○材料の選択およびマーキング

　○長期使用化

対象の定義
各要求項目は、消耗材料のうちの指定されたサブアッセンブリーに適用される
	サブアッセンブリ
	力あるいは形状によって互いに結合された2つ以上の部品から構成されるもの。

	筺体部品
	機器を環境影響から保護すると共に、ユーザと可動部品、発光部品または高電圧部品との接触を防ぐ部品。

	電気・電子サブアッセンブリー
	少なくとも1つの電気・電子部品を含むアッセンブリ。

	機械部品
	電気・電子サブアッセンブリーに含まれておらず、機械的または光学的機能を果たす部品（筐体およびシャシーは除く）。


カテゴリ分類

  要求項目はMust項目、Should項目のいずれかのカテゴリに分類される。

	Must 項目
	実現されなくてはならない項目

	Should　項目
	実現されることが望ましい項目


3R設計適合性

　チェックリストの3R設計適合性の項目が満足された場合に、トナーカートリッジは3R設計適合性を有すると判断される。

申請者：

トナーカートリッジの型式名称：

担当者印：

3R設計チェックリスト

Must項目(実現されなくてはならない項目）

	分類
	　
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	構造と結合技術
	1
	相互に適合性を有さない材料でできたサブアッセンブリー同士は分離可能、または分離補助部を介して結合されているか。またはすべての使用材料は、再生技術によって容易に分別可能か。
	筺体部品、ただし
全体の重量> 10g 
	□はい　/□いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	材料の選択およびマーキング
	2
	類似の機能を有するプラスチック部品の材料は単一のポリマまたはポリマブレンドに限定されているか。ただし、再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	筐体部品､機械部品
	□はい　/□いいえ
	『類似の機能』とは、例えば「耐衝撃性」、「耐摩耗性」といった機能を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	
	3
	(a) プラスチック部品の塗装は必要最小限（例：製造者名）に限定されているか。ただし、レーザーマーキングなどは本項目に示す「塗装」に含まない。また、再使用部品であることが証明された部品には本項目は適用しない。
	筐体部品
	□はい　/□いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	
	
	(b) リサイクルを妨げない塗料を使用しているか。また塗装作業者の労働安全衛生、および環境への負荷低減に配慮した塗装を行っているか。
	筐体部品
	□はい　/□いいえ
	
	

	
	
	本項目への適合は、(a),(b)のいずれかに「はい」がついていれば適合とみなす。
	
	
	
	

	
	4
	材料として活用可能な材料および材料結合を使用しているか。
	筐体部品、機械部品
	□はい　/□いいえ
	『材料として活用可能』とは、出発原料と同一のリサイクル材料が製造できることを意味する(オリジナルレベルでの活用)。
なお、本項目は設計時の意図、目標を問うものであり、リサイクルの実行の有無については問わない。
	再利用・リサイクルの促進

	
	5
	再生プラスチック原材料の部分的な使用が許されているか。
	筐体部品
	□はい　/□いいえ
	『許されている』とは、製品の仕様において、条件を満足する材料が入手可能であれば使用できることを指す。また、『部分的な』とは、該当するプラスチック部品が存在すること（全ての部品でなくてよいということ）を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	
	6
	プラスチック部品には少なくともISO11469:2000(同等規格-JIS K6999:2004)によるマーキングがなされているか。ただし、重さ25g未満の部品または平らな部分の面積が200mm2未満の部品を除く。
	機器全体
	□はい　/□いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	長期使用化
	7
	消耗品は、回収のシステムに関する情報および回収にあたっての使用者に対する情報とともに提供されるか。
	全ての機器
	□はい　/□いいえ
	　
	情報提供

	
	8
	トナーカートリッジは再使用できるか。
	全ての機器
	□はい　/□いいえ
	『材料として活用可能』とは、出発原料と同一のリサイクル材料が製造できることを意味する(オリジナルレベルでの活用)。
なお、本項目は設計時の意図、目標を問うものであり、リサイクルの実行の有無については問わない。
	再利用・リサイクルの促進


Should項目（実現が望ましい項目）

	分類
	　
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	構造と結合技術
	1
	同一のプラスチック材料から製造されている部品の着色は、統一性または適合性を有しているか。
	筐体部品,機械部品≧25g
	□はい　/□いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進

	長期使用化
	2
	カラー複写機ではトナーの色毎の交換が可能か。
	全ての機器
	□はい　/□いいえ

□白黒機のため対象外
	　
	環境負荷低減の実現

	
	3
	トナーカートリッジは繰り返し再生、再使用可能か。
	全ての機器
	□はい　/□いいえ
	　
	再利用・リサイクルの促進
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